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平坦な物語をつむぐ 
―日常系漫画における退屈さの可能性― 
古戸 杏実†・東方 悠平†† 
 
A Study of  ‘Slice - of Life’ Manga 
Ami FURUTO†  and Yuhei HIGASHIKATA†† 
 
ABSTRACT 
The new manga-style which is less narrative-like in nature has emerged since the early 2000s. This paper 
focuses on ‘slice of life’ manga.  This manga-style describes the ordinary life without spectacles but some 
of the readers would not accept its boredom. So the author investigates how to turn to be fun its boredom 
from non-spectacles through artistic perspective. The author concluded that simple story and intimate 
characters were important for readers to be pulled into the story. 
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図1  四コマでのストーリー展開 
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自宅など、学校以外の場所にいる時に抱く感情である。舞台
の中心を学校とする学園モノで、学外にいても学校のことを
意識するような日常生活の様子を描いた。筆者の経験からこ
うした感情は、特に授業や卒業研究、就職活動などの学校に
行かなければならない用事が必ずしもない状況で、自主制作
やサークル活動などのためにフラッと学校へ行く時に頭を過
った。約束するわけでもなく、特別ではない状態で友人と会
って話すなどする、まさに日常系作品的な生活が当たり前に
あった学生時代の、退屈ではあるがそれが幸せであった限ら
れた時期の日常を表す言葉をタイトルとした。 
 
図 1-4は全て筆者による 
 
 
要 旨 
 
2000 年代初頭より見られるようになった物語性が希薄な漫画である日常系漫画は、作中
に大きな目的が存在せず、淡々とした日常を描いた。そのため、つまらない漫画である
として、受け入れられない読者も少なくない。しかし本研究では、作品における退屈さ
が、日常系漫画における重要な要素であると考えた。そこで読者が退屈さを魅力へと転
換するために、制作者としてどのような点に配慮することが有効であるのか、作品研究
と制作を通して検討した。その結果、シンプルなストーリーと、保護欲を抱かせるよう
な可愛いキャラクターで、読者を作品世界に引き込むことが重要であることがわかった。
その後、さまざまな制作上の工夫によって、読者が、一見すると退屈に見える作品から
積極的に良さを汲み取るような鑑賞へつなげていくことができることを確認した。 
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